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杉並区施設再編を考えるシンポジウム「未来へつなぐ公共施設のカタチ」

住民参画による
公共施設・公共空間づくりの検討と実践

東京都立大学 都市環境学部 建築学科 讃岐 亮
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公共施設の再編を、
地域とともに考える？？

2

武蔵野市で取り組んだ
公共施設のあり方ワークショップ

3

武蔵野市の「吉祥寺」地域は・・・

三鷹の森ジブリ美術館

4

“✗行政区域→○生活圏”
という市民の目線

武蔵野市 Group B：「吉祥寺の顔
となる場を！」
「公会堂という地域の文化拠点は、
井の頭公園という吉祥寺の重要コン
テンツにつなぐ位置にある」

他のグループから「これは三鷹市の
ためになってしまうのでは？」とい
う指摘がなされるが…。

「私たちの暮らしは吉祥寺で展開さ
れます。普段、三鷹市とか武蔵野市
とか、境界を意識しますか？ そう
いう市民感覚で施設の位置づけを考
える必要があると考えました！」
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行動計画を市民目線で再確認
～多摩市でのWSについて～

• 東京都西南部の多摩丘陵に位置し、
4市にわたる総面積2853ha、東西
14km、南北2～3kmの地域。人口
２２万人を擁する。
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←
具体的な行動予定が記
載されている。
市民説明や調整は公表
の後に設定されている。

←
図書館は市内７館か
ら３館へ統合・・？

良くも悪くも「挑戦的」な計画公表・・・
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１,２回目は「高齢者視点・子供視点で考える」、
３回目は中心的話題の「図書館を考える」という構成

第３回：社会教育施設
（図書館）

第２回：子育て施設

第１回：高齢者施設
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「図書館等社会教育の視点から」回の成果

「地域の核」・「コミュニティの中⼼」
･･･『近隣センター』そのもの︕
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コミュニティ系施設や図書館等と商店
街のひとまとまりである「近隣セン
ター商店街」が地区の核となっている。

←東京都，ほか（1983）
『多摩ニュータウン』より

「図書館は地域の中心的機能である」
･･･まさに多摩ニュータウンの
都市計画そのもの！

↓上野淳，ほか（2008）
『多摩ニュータウン近隣セ
ンター商店街の系譜と現
状に関する考察』より

まちづくり目線、都市計画目線の大切さ

多摩ニュータウンの都市計画の考え方
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たとえば

一歩立ち戻る勇気＋着実に一歩進む覚悟！
当時の担当課長曰く
「考え方、対応の仕方はいろいろある。でも、きちん
と市民と向き合う、議論する。時間がかかっても良い。
自分は、その信念は曲げない！」
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区民とともに考える意味

• 行政という１視点から、多角的な議論へ
– 住民の「暮らし」の目線で、まちを再確認
– 行政という１組織だけで考える時代から、多様な主体（住
民も、民間事業者も）がまちに関わる時代への移行

• 場合によっては一歩立ち戻るきっかけに
– 「計画＝絶対」ではない
– いつでも、状況に応じて変化する柔軟性が大切
– 議論を積み重ねてきた事実も尊重する必要がある。区民と
して、それを理解することも大切。
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何を議論する？

14

ワークショップや市民対話では、多様な意見が出てくる

15

ワークショップや市民対話では、多様な意見が出てくる

「これがほしい」「どれが足りない」「あ
れを解決しないと」「それをやったらい
い」・・・

議論の的が絞られなければ、様々な事象に
ついて、参加者の数だけ、要望や課題意識
に基づくたくさんの意見が出てくる。
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相模原市光が丘地区ですすめる「将来の廃校の活用事前検討」

将来の廃校（＝資産）活用を先回りして考える取り組み

17

当初から市民参画で議論をすすめる。まずは基本構想。

※今後の検討状況等により、スケジュールは変更となる場合があります。

これまでは、令和３年度市民対話ワークショップなどの成果を踏まえ、
基本理念や方針などを掲げた基本構想を策定しました。

令和４年度以降は、基本計画の策定に向けた検討を行うなど、実行性を
考慮しながら、計画の具体化や実施内容の精査を行い、施設の利活用が
スムーズに行えるように事業を実施します。

再編の考え方、配置プランなどの検討 【４年程度】

基本計画 実施
設計

建設
工事

実施設計・工事 【３年程度】

R7. 4 目途

基本
構想
R4. 8

市民対話
ワークショップ
R3. 11～R4. 3
オープンハウス
R4. 4

基本
設計

Ｒ６ Ｒ７～

基本的な
考え方の共有

計画の具体化
～ 実現性を考慮 ～ 事業の実施

全体のロードマップ

地域の皆さんととも
に進めていきます

Ｒ４・５これまで
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• R3年度の市民対話ワークショップとオープンハウス（コミセンやショッピ
ングセンター等でPRし意見をもらう）等を経て、まずは基本構想を作成。

• 続いて、R4年度に、その施設の事業の骨格を決める基本計画に向けて、さ
らに市民検討会を開催。

• 基本構想で浮かび上がった“使い手の主役”である「子ども・若者」の声を聞
くため、こどもワークショップも企画・開催。
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議論を経て出てきたキーワードとコンセプト

光が丘ランドマーク

・地域の中心として公民館と一体化利用
・ふれあいゾーン(誰でも自由に使える場所)
・共有スペース(災害時は避難場所に)
くすの木周辺を広場に
→ランチルームやテラスで食事をしたり、
キッチンカーを入れる

体育館横や校舎内トイレ
→災害時に簡易トイレとしても使用出来るよ
うに洋式に変更する
防災倉庫の増設
→移動可能なコンテナ倉庫を用意し、防災用
品の増量に備える

校庭の具体案①
→緊急時に防災公園となるように、かまどべ
ンチの設置や地面の凹凸を解消する

くすの木のライトアップ等
→保育園園児の成長を感じながら、春夏秋冬
に応じた飾り付けやイベントを行う

家庭科室
→通常は料理教室やカフェの調理場等に利用
し、緊急時は避難所の炊事場となる

校庭
→防災面での利用に加え、公園のようにみん
なが集まれるフリースペースに！

校庭の具体案②
→桜を残してお花見をしたりキャンプ場や運
動場として利用したい

地域の主要拠点 ～子供から大人までが集まれる場所に～

施設名・コンセプト

・地域の皆さんが笑顔になれる場所、憩いの場
・久しぶりに会う人と会話が出来る場
・多世代交流の場「スクランブルスペース」

「光が丘スクエア」「青葉くすの木ホーム」

＊事務所に受付窓口を設けて、駐在してもらう
地域ボランティアを募る。

＊ふれあいゾーンは、事業者(パン屋など)に運営
してもらう。
(例) 松ヶ丘園、OHANA BAKE

＊学習支援教室は、社会福祉協議会や地域の中
高生、大学生が運営する。

＊陽光園と保育園の専用スペースをはっきりさ
せるために、壁の色を分ける。(共有か専用か
が分かりやすいと一般の方も利用しやすい。)＊最初は行政(公的補助金)で賄う。

→その後は、学校施設の再活用を大きく
宣伝し、クラウドファンディングで資
金を募集する。

→民間企業の協賛金も検討する。

＊手作り出来るものは自分達で作成する。
例えばかまどベンチの材料には、相模
原市の森林の間伐材や廃材を使用して
コストを抑える。

＊地域の皆が防災公園の掃除や見守りを
行う。

空間利用のアイデア

実現に向けたアイデア

目指す未来像
自分たちにできること

お金をどうするか

運営をどうするか

思い出の教室・学習支援教室
→卒業制作等を展示したり、学習支援ができ
る諸室を設置する

市民対話ワークショップ成果

園庭

ふれあいゾーン
誰でも自由に使える場所

かまどベンチ

事務所

公民館

避難所

防災公園

保育園

療育センター
陽光園

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

体育館

校庭
くすの木

外テラス

ランチルーム

学習支援教室
思い出教室
資料室

図書
室

給食室

Aグループ

一体化利用
公民館で
一部利用

・屋上に太陽光パネルの設置
・体育館とプールの一体化 ・校庭の多目的利用

避難所利用

Ｂ棟再編
Ｂ棟にまとめる

Ｋusunoki Bグループ
施設名・コンセプト

＊学習支援ルームでは、近隣の大学生にリモート
参加してもらうなど運営方法を工夫する。
＊体育館とプールの一体化利用については、民間
のダンススクールやスポーツジムに活用しても
らう。

空間利用のアイデア

実現に向けたアイデア

話し合いで意識したこと

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

校庭

くすの木

１階
ランチルーム
キッチン
和室など

２階
学習支援室
多目的室
資料室など

＊校庭にキッチンカーを設けて、地域の飲
食店がランチルームと連携したり、フリ
マなどの地域のイベントを開催して、賑
わいを生む。
→運営費や追加投資に充てる。

お金をどうするか運営をどうするか

体育館で運動・コンサート
→使用したい人のために貸し出し、可動する
イスや防音ネットを設置して、コンサート
やダンス等が出来るようにする。

校庭の避難所利用
→イベント用・災害時用電源盤を設置する災
害時にも利用できるフリーWi-Fiを設置

誰でも利用できる子ども食堂・学習支援・地
域活動・居場所
→Ｂ棟１Ｆにランチルーム

広い校庭の活用
→防音工事をしてコンサート会場に
→休日にはキッチンカー
→住民専用のゴルフの打ち放し場

プール
→体育館とプールを一体化し、１Fをプールに
２Fを体育館に。プール撤去するなら地下に
貯水槽を

公民館の土地を陽光園で利用小学校の土地を
公民館、地域への利用

・ＯＮＥＴＥＡＭ 楽しく！ つながる！

※ 参加者が欠席だったため、テーブルファシリテーターである大学
生と市職員が、Bグループの思いを汲みながらワークしました。

屋上に
太陽光パネル

（光が丘公民館）

光が丘公民館
を跡施設へ 陽光園or保育園

に活用

駐車場＆
コインパーキング

校庭にイベント・
災害時用電源盤の設置

体育館

市民対話ワークショップ成果

設備などの充実

給食室

・自由度を持ってつながる 17

• 子ども・若者が主役
• 地域の防災拠点

• 療育園とのつながり
• 隣接公民館との連携

19

主役・連携資産・地域の関わり方など、議論の骨格が完成

基本理念 及び 方針（視点）

再編施設の機能及び規模
療育センター陽光園

の機能
「相模原市立療育センター再整備基本計画」に基づき、
必要な機能を検討します。

陽光台保育園
の機能

従来の保育園機能に加え、医療的ケア児等の受け入れ機
能の追加を検討します。

防災機能 災害時の一時避難場所、避難所等としての機能を検討し
ます。

市民活動機能
市民対話ワークショップの成果を踏まえて、地域に必要
な機能や、隣接する光が丘公民館との一体的な取組（繋
がり・複合化など）を検討します。

※再編後に発生する未利用資産は、公共施設
の保全・利活用基本指針に則り、売却、貸付
などによる財源確保を図り、施設の改修費な
どの原資としても活用します。

 現療育センター陽光園及び現陽光台保育園の規模で
想定した場合、諸室面積は約３，５００㎡となり、
青葉小学校の約６５％を利用することになります。
今後、施設機能の精査を行い、各機能の諸室面積を
定めます。

市民対話ワークショップの成果等を踏まえ、本事業の実現に向けた基本構
想として、基本理念と方針などをまとめました。

光が丘ランドマーク
～ 子ども達がつくり 活躍し ずっと続いていく

共にささえあい みんなが笑顔になれる
陽だまりのような場所 ～

基本理念

１. 地域とともに子どもを育む拠点として活用します
２. 災害時の拠点として活用します
３. 地域の魅力やゆるやかな繋がりを大切にします
４. 青葉小学校のストックを大切にします
５. 時代に即したやさしい施設にリニューアルします

方 針

機能性

利用しやすさ・
やさしさ
防災・災害

地域・学校の歴史

交流・賑わい

市民対話
ワーク
ショップ

再編に向けた
キーワード

基本構想
機能等

再編施設
の規模
及び
機能

オープンハウス

公共施設マネジメント
推進プラン等の関連計画

光が丘地区学校跡施設（青葉小学校）利活用基本構想（R４．８）

地区の住民、地区の資産を俯瞰して、「誰が主役か」「どん
な資産とつながるか」 「地域はどう関わるか」、話題の中心
の小学校施設の利活用の“ビジョン”を描く。
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R4年度は「空間の使われ方・ルール・誰が運営？」等を検討

21

R4年度は「空間の使われ方・ルール・誰が運営？」等を検討

誰が使うか、どんな地域資産とつながるか、の構想があるか
ら、施設・空間利用の議論にリアリティが生まれる。
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議論の『領域』を設定する
• まちのビジョンから語ろう

– 「施設」という枠からまずは抜け出すべき。人の暮らし、
そこにある資産、地域として望む未来を徹底的に議論する。

– その未来のため、施設が使えるか吟味。使えそうなら、ど
んな使いかたがあるか考えてみる。

– その使い方を、自分ならどう支えられるか。

• 場合によっては「任せる」もアリ
– 行政にはとても有能なスタッフがいる。区民だって日々の
暮らしがあり、街への関与に割ける時間は少ない。

– だからこそ「信頼」が大事。そして、任せるなら「失敗」
を受け容れる度量が必要。

23

議論の成果は
どこに反映される？

24
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– 市では廃校になった学校施設の暫定利用を認めていたが、施設
老朽化に伴い、暫定利用を終了することに。

– 一校だけは市民活動のための拠点として、文化財収蔵機能との
複合施設として再整備することに。

– そこで、現状どんな課題があるか、どんな施設の使い方が望ま
しいか、どんな関わり方が模索できるか、利用団体や周辺住民
の意見を聞くことを目的にWSを企画。

多摩市旧北貝取小跡地利活用のためのワークショップ

25

• ワークショップを経て見つかった「これからの課題」
– 施設利用をどう融通しあうか
– 荷物や備品保管のルールが必要
– 団体同士の『つながり・交流』の希薄さ
– 運営への市民の関与

市民との議論を経て見つかった課題、事業化過程での解決模索

26

• WSを経て見つかった「これからの課題」を、事業展開
のどこに反映するか。
– 施設は指定管理に
– 指定管理事業者選定の公募要項に「市民や団体が運営
に関与する工夫についての提案」項目を記載

– 市民や団体が互いに議論する「協議会」を設置

市民との議論を経て見つかった課題、事業化過程での解決模索
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オープニング当日の様子

28

平日の夕方の様子

29

熱心な運営事業者による様々な催しの企画

30
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成果の『的』を設定する
• そのワークは、何に反映される？

– 『領域』を絞った議論の成果を、どこに反映するか。それ
を示すのは、貴重な時間を割いて議論の場に来てくれる
方々への最低限の礼儀。

– 反映先は様々にある。地域のビジョン、施設利用の構想、
整備計画、運営者の選定、施設運営、ボランティア・支援、
その後の参画・議論、etc...

• 「計画」よりも「実践」を見据えて
– 施設整備だけでなく、施設運営への議論も大切。
– 運営段階を見据えれば、ひとりひとりが関与する余地が大
きくなる。つまり「じぶんごと」化の可能性が広がる。
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住民参画の先にあるもの

32

画像出典︓「南池袋公園 Park Guide」

33

画像出典︓「南池袋公園 Park Guide」

34

• 平日の夕刻。帰宅の途につく社会人や学生だけでなく、地域の子ども
たち（と保護者）の遊び場になっている。

• 地域の関係者が「南池袋公園をよくする会」に参画、公園の運
営に関与している。

▶公共空間とその運営を「地域の資産」と捉えて、地域が主体
的に責務を果たす。公民連携の好事例の裏にはこんな姿も。

35

協働・参画の『先』にあるもの
• 『じぶんごと』と『責任』

– 「関心」を「関与」へ、それが「じぶんごとにする」とい
うこと。

– 意見を言う、提案する、参画する、の裏には「責任」が生
じる。その自覚を大切に。

• 『ワクワク！』
– 責任ある仕事のウラに、ワクワクあり。その先に、地域へ
の愛着や誇りが生まれる。

– ワクワクがある事業の周辺には、人が集まる。仕方なくや
る仕事より、ワクワクするプロジェクトをたくさんつくろ
う！そして、まち全体のワクワク度を上げていこう！
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